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はじめに
　米・稲作をめぐる日本列島人の意識が、記紀神話の神々や天皇のみならず、
民俗の神々、仏とも深く関わる、重層的宗教文化と結びついて展開されてきた
ことに注目したい。米としての神や、米に宿る神霊だけでなく、稲作の営みを
見守る神々や仏の存在に目を向ければ、その柔構造が浮かび上がる。山の神で
ある猪は、田の神となって稲作を見守り、収穫が終わると亥の子神として祀ら
れ、山に還っていく。また、水田がつくられた土地は、もともと蛇をはじめ先
住の生き物たちがいたが、地貰いなどの作法により、人々は土地の使用を神
に認めてもらい、収穫後、水の神、土地の神を象徴する藁蛇をつくり祭事を行っ
た。さらに、米は仏供米として仏にも備えられ、近世からは米は舎利とも俗
称されるようになった。
　こうした複数的宗教文化は近代化によって相当弱められはしたが、完全に
消滅してしまったわけではない。むしろ米・稲作を文化的価値と環境問題の
観点から綜合的に再評価し、21 世紀の東アジアと世界に受け入れられる開か
れた日本意識を展望する上で、文化資本として重要な可能性を保持している
と考える。
1. ユーラシア南東部から日本へ
　本来、ユーラシア南東部に由来する熱帯性多年生植物であった稲は、少な
くとも二千数百年前までに人の手によって亜熱帯、温帯の日本列島にもたら
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され、東漸しながら人、他の生物との深い関係を形成してきた。
　米を実らせる稲は、もともと、ユーラシア大陸南東部に自生する熱帯性の
多年生植物である。今日も、野生の稲がこの地域に自生している。それが
一万二千年前までに長江中流域で栽培化されるようになった（玉
ぎょく
蟾
せん
岩
がん
遺跡）。
栽培化の発端には様々な説が唱えられているが、もともと食べるためでなく、
首飾りなどの装飾用に育てられたとする興味深い学説もある。芋などを育て
るそばでたまたま自生していた、今日なら雑草のような植物だったとも考え
られている。七千年前には長江河口域でも育てられ（河
か
姆
ぼ
渡
と
遺跡）、六千年前
の最古の水田跡が長江下流域（草
そう
鞋
あい
山
さん
遺跡）で見つかっている。
　それが、中国南部から南西諸島をへて、または長江流域から直接、もし
くは中国東北部・朝鮮半島をへて、あるいはこの三ルートの複数によって、
二千五百〜六百年前の縄文時代晩期後半までに日本列島九州に伝えられた（佐
賀県唐津市の菜
な
畑
ばたけ
遺跡）。韓国には、二千五百−八百年前と推定される遺跡（慶
尚南道蔚
ウル
山
サン
市、無
ムゴドンオクキョン
去洞玉峴遺跡）があり、福岡にも縄文時代晩期から弥生時
代後期の遺跡（福岡市、板
いた
付
づけ
遺跡）がある。
　もとは熱帯の植物で多年生の稲を適地でない温帯で毎年栽培するのである
から、温かい夏に一つひとつ人間が手をかけて育てるという制約を受けた。だ
が、小麦、トウモロコシなどの畑作と異なり、幸いにも水田稲作は、毎年、土
の栄養分がやせ細っていく連作障害がなかった。川や水路から引かれる水が、
山からの栄養分を運んできてくれ、日本の水田は、一見平坦に見える沖積平野
でも必ず多少の段差があり、ほとんどすべてが傾斜地で、重力による灌漑排
水が当然のように成立している。山と海の間の距離が近い日本の複雑な傾斜
地形は、成長に必要な養分をもたらし不必要なものは流し去ってくれるのだ。
　今日の考古学の知見を総合すれば、ユーラシア大陸南東部に自生していた
生きものである稲が、一万二千年前までに人の手が加えられた環境で育つよ
うになり、二千数百年前までに人の手によって亜熱帯と温帯の日本列島にも
たらされて以降、東へ北上しながら、人と、生きとし生けるものと密接な関
係を構築してきたといえる。
　こうして日本列島は、葦
あし
原
はら
の国から、徐々に、瑞
みず
穂
ほ
の国になっていった。
　しかし、このようなまとめで抜け落ちるのは、今日の米は、以上の環境適応
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の歴史をもちながらも、近代以降の品種改良、農薬、化学肥料によって、それ
以前とは大きく異なる環境で育っているという事実だ。私たちは、長い環境
適応の結果としての米の味をダイレクトに感じることができなくなったのだ。
　稲のルーツに関する考古学的知識をいくら増しても、それだけでは、米、稲
と人間の日本列島における共存を考えることができない。それでも、米、稲が
生きものであり、人の手によって、この列島に伝わってきたことをふりかえっ
てみるのは重要である。
2. 生きもの
　米、稲は、「生きもの」として日本の一部である。水田は、米、稲だけの場
所ではなく、生きとし生けるものの生息地である。
　私たちが、農薬と化学肥料を用いて米をつくっている平均的な農家であっ
たとしよう。そして、あるとき、民俗学が明らかにしたような稲と人との関
わりが、近代化以前にどのようものであったかに気づいたとしよう。
　おそらく、従来の近代農学と民俗学のままでは、現状の米づくりと 古
いにしえ
の米
づくりは互いに分裂したままであるほかないだろう。現状と古をそのまま肯
定するだけでは、現状は現状として受け入れつつ、古の美しい思い出に時折
ひたるという道しかない。
　しかし、現在と過去を共存させる道はそうではない。現在も過去も、変化
を受け入れなければならない。過去がそのまま現在に取って代わることはで
きないし、過去を完全に否定し、忘却し、ただ現在をそのまま続けるわけに
もいかない。現在を変容させることによって、古も変容させて、その変容し
た両者が共存する新しい状況をつくりだしていくことが真に前進し、未来を
つくる道である。
　もし、私たちが、農薬と肥料（化学肥料・有機肥料）を用いて米をつくって
いる田を打ち捨てて、民俗学の世界を夢見るだけなら、そこは耕作放棄地に
なってしまう。しかし、いかに古の稲と人との関係とちがっていようと、現
に私たちは米を育てている。そして、米は生きものである。私たちは、現に
私たちが食べ、育てている米が生きものであることを見つめることによって、
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古の世界と共存することができるはずだ。古の世界にそのまま戻ることは物
理的に不可能である。しかし、現状を変容させる道を歩み始めれば、古の世
界が未来につながるものとして新しい意味を獲得し、両者の変容による共存
をへて未来をつくることができる。
　一粒の稲籾は、発芽し、成長する過程で、根元から新芽が伸びてどんどんと
株分かれしていく（分げつ）。そして、穂が実ると一万粒の稲籾になる。これ
が生きものとしての稲の潜在力である。十アール（一アールは十メートル四方）
の田は、大人一人が一年食べる米がとれる。もともと一反と呼ばれ、一石が
とれるとされた大きさに重なる。不耕起移植・冬期湛水・無肥料・無農薬の
稲作では、十アールの田で三六〇万枚の稲の葉が枯れ、収穫後の茎である藁
とともに、土にかえり、水に溶けて自然の肥料になる。そして、冬に水を抜
かず湛
たた
えておく田では大量の植物プランクトン、動物プランクトン、イトミ
ミズが発生し、タニシ、川魚、鳥たちの棲家になる。大型機械の耕運機を用
いて土壌をかき混ぜ、土中の根と微生物を殺してしまわないよう田を耕さず、
土壌の自然力にまかせる。米国農務省の研究者サラ・ライトは、不耕起によっ
て真菌が植物の根でグロマリンという特殊タンパク質をつくりだし、土壌を
豊かにする事実を科学的に解明している（一九九六年）。こうして、水田に棲
息する生きものの活動とともに、稲は育っていく。
　今日の先端的な自然農法の実践と自然農法による米、稲、水田に関する生
態学、生物学的知見は、民俗学、日本神話、祭礼と親和的であるはずである。
3. 複数宗教文化と生物・文化多様性
　米、稲は、「生きもの」ゆえに複数宗教文化と結びつき、豊かな生物・文化
多様性が形成されてきた。
　日本列島では、ユーラシア大陸の同緯度の多くの地域が乾燥し、あるいは砂
漠化しているのに対して、ヒマラヤ山脈にぶつかって偏西風が南東に向きを変
えてくれるおかげでインド洋、東シナ海の上を通過して大量の水蒸気を取り込
むことで梅雨が存在する。これが豊かな雨をもたらし、類を見ないほど多様な
広葉樹が育つことができた。また、四つのプレートがぶつかりあうことで急峻
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で多様な山岳地形が形成され、平野部が多くを占めるヨーロッパに比べ、氷河
期にもそれら広葉樹が生き残った。そして、この豊かな植物相が多様な動物た
ちを養うことを可能にし、経済先進国としては突出して多い固有種が生き延び
ることを可能にした。日本列島にはおよそ三万年前から人類が渡ってきている
が、ユーラシア大陸では途絶えてしまった遺伝子型が、日本人に多く残って
いることが分子生物学により明らかになっている。つまり、稲が人の手によっ
てもたらされた日本列島は、植物、動物、人間が多様に共存する地だったのだ。
そして、植物、動物、人間、米の多様性が保持され、育まれていったのである。
　このような見取り図を画くには考古学、地質学、遺伝学をはじめとする多く
の学術研究の現時点における達成を、パズルのピースのようにつなぎ合わせて
いかなければならない。一専門分野で、すべてを解明することは不可能である。
それぞれの専門研究が進行形であるため、全体像は常に揺れ動くことになる。
　ただ、こうした人間の営みもふくむ生物と文化の多様な有り様は、今日、生
物文化多様性ということばで表現されるようになってきている。生態学者、生
物学者が生物多様性を、文化学者が文化多様性を専ら研究してきた。しかし、
じっさいには両者は密接に結びついている。米、稲、水田の問題も、生物文
化多様性から考えるのがふさわしいだろう。
　そして、さらに、この生物文化多様性には「宗教文化多様性」が密接に結
びついている。稲が生きものであり、列島の生きとし生けるものと人と共存
してきたがゆえに、そうなったのだ。民俗学、日本神話、大嘗祭などの祭礼
研究もこの観点から再考し、自らの今日的意義を発見していかなければいけ
ないだろう。
　たとえば、米、稲、水田に関する文化学と生態学的、生物学的知見とを照
らし合わせることに、どのような意義があるだろうか。そうした、異なる学
問の知見の照応は、たんなる学際的知識にとどまるのだろうか。
　そうではない。文化学は米、稲、水田に関わってきた人間の長きにわたる
経験を明らかにしている。また、生態学、生物学は生きものとしての米、稲
の秘密を解き明かしている。私たちが近代化において捨て去り、忘れてしまっ
た経験や知恵の真価を、新たな生態学、生物学が明らかにしていくかもしれ
ない。
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　このような幸福な出会いがなされていけば、民俗学は資料館を、神話学はテ
キストを、祭礼は社殿を飛び出し、生物文化多様性のなかで生きてきた列島
人の経験が現代人の経験と共存するようになる。自然科学は文化学を承認し、
文化学は自然科学に人間らしい意味づけを与えることが可能になるだろう。
4. 食料安全保障、精神文化・衣食住文化維持・創造、環境保全のため
諸学連携による近代的心性・行為偏重の克服の必要
　高度経済成長期以降、米、稲、水田をめぐる生物・文化多様性の多くが喪失・
弱体化し、今日、食料安全保障の脆弱性、精神文化・衣食住文化の喪失、環
境危機など、重大な問題が積み上がっている。これらの問題は、米、稲を「生
きもの」と感じ、接することがなくなった近代的心性とそれに基づく互いに分
断された生産・消費・経済・政治・文化・学術行動の帰結である。近代的心性
は対象の分析・制御（支配）を特徴としており、全体性・自発性を特徴とする
自然・文化の多様性と調和的関係の構築が不得手で、高度に専門分化した学
問も同様の困難をかかえている。米、稲をめぐる歴史学、民俗学、文化人類学、
育種学、農業経済学、環境考古学等の諸学は、それぞれの専門領域における
分析・理解を進めると同時に、自然・文化の多様性・全体性・自発性の回復・
尊重に寄与するために、相互連携が欠かせなくなっている。
　今日の日本の米は、ほとんどが農薬、化学肥料を投入して生産されている。
有機農法の米の生産は〇・一％であり、有機 JAS 規格（有機農産物の日本農
林規格）認証を受ける上でも、三〇種類の農薬使用と六五種類の食品添加物
使用が許されているなどの問題がある。有機肥料のもととなる家畜も遺伝子
組換えされた輸入飼料で育てられており、有機肥料を用いることで土壌がチッ
ソ過多になるなど、かえって環境被害が生じることも指摘されている。人間
でいえば、薬を多用し、栄養剤を過剰供給されているのと同じである。農薬・
肥料（化学肥料および有機肥料）を用いない自然農法の米の耕作面積は〇・
〇〇二％にすぎない。しかし、私たちは、米を食べるとき、そのようなこと
を考えないようにしている。あえて知らないようにしている。
　米と私たちが、どちらも生きものであり、人間が近代文明以降つくりだし
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てきた人工物である農薬、化学肥料の影響を同時に受け、米も私たちも国土
も痛みつづけていることを自覚してみること。もっとも簡単に手に入る米を
食べるときに、「お前も、無理な人工交配、農薬、化学肥料によって無理を加
えられながら、なんとか育ったのだな」と、米の運命を想像してみること。今
の状況では、特別な努力をしなければ、無農薬、無肥料の米が育つことも、私
たちがそれを食べることもできないけれども、米も私たちも、なんとか生き
ようとしているのだと考えてみることだ。
5. 「コモンズ的日本意識」涵養の可能性
　稲刈りののちに束ねられた藁塚は、神の依代であると折口信夫はいい、まだ
種籾を採っていない稲塚は、穀霊誕生の装置であると柳田国男はいった。また、
山の大型動物である猪が、山の神の化身として、田の神になり、亥の子神と
呼ばれると宮本常一は考えた。
　山には亡くなった先祖の霊が憩っているため、田の神のイメージには、山の
生きとし生けるものとともに、先祖の面影も伴っていた。また、昔は牛や馬が
仕事を手伝ってくれたため、亡くなった牛馬の霊も、土地の仏様である地蔵や、
道祖神などの存在に合わさって、田仕事を見守ってくれていると考えられた。
　さらに、人によって田が開かられる以前に住んでいた生きものの代表とし
て、土地の神の化身として、蛇が観念されて、土地の使用を認めてもらうこ
とへの感謝の念を保持し、収穫後の藁で藁蛇をつくり、感謝と供養の祭事を
行った。田には、稲をかじり、枯らしてしまう霊のはたらきもつきもので、様々
な虫たちが訪れるが、人と稲にとって困った霊を殺すのでなく、実りをつけ
る前に遠くにいってもらうための虫送りの行事が営まれた。
　神さまが人々に一年の田仕事を一つひとつ示し教え、無事の実りを前もっ
て祈る予
よ
祝
しゅく
儀礼の田遊び（東京都板橋区　二月下旬）。稲の神が花になって到
来するとも考えられたさくらの花見。神宮の神さまに供える米を神田で育て
るための御
お
田
た
植
うえ
初
はじめ
（三重県伊勢市　五月初旬）。やはり、田の神さまが田仕事
を教えてくれる壬
み
生
ぶ
の花
はな
田
た
植
うえ
（広島県北広島町　六月第一日曜）。その他、御
お
田
た
植
うえ
神
しん
事
じ
（伊
い
作
さい
田
だ
稲
いな
荷
り
神社　和歌山県田辺市　五月五日）、つぶろさし（新潟
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県佐渡市　六月十五日）などの田植え神事。棚田での虫送り（三重県熊野市
丸
まる
山
やま
千
せん
枚
まい
田
だ
　七月初旬）。収穫、一年の田仕事の終了後、田の神さまに感謝し
て食事を捧げてもてなすアエノコト（石川県奥能登地方　十二月四・五日）。
仏様に捧げる供
く
養
よう
物
ぶつ
としてのお仏
ぶ
供
く
米
まい
。
ご先祖さまに捧げるお供えの米。
　天皇が大嘗祭、新嘗祭、神嘗祭において、また、神職たちがそれぞれの神
社の祭礼において神々に捧げる神
しん
饌
せん
。
　民俗、神道、仏教の世界を思い浮かべれば、米、稲、水田が、人に恵みを
もたらし、見守り、救いをもたらしてくれる霊、神、先祖、仏のはたらきと
深く結びついて観念されていることが見えてくる。　
　また、同時に、古事記、日本書紀の神話が記している穀物・食物・牛馬の
神と溶け合った稲
いな
霊
たま
の性質がリアリティをもって伝わってくる。日本各地の
稲荷神社に祀られる穀物神で食物神のウカノミタマ（稲
いな
荷
り
神
しん
）は延喜式祝詞
では稲霊と記され、同時に農業神、産業神でもある。稲の霊であることは穀
物一般の神と重なりあい、稲籾の生命力は農業、産業の神につながっている。
伊勢神宮外宮に鎮座し内宮の天照大御神に食事を捧げる穀物神・食物神のト
ヨウケビメは、この稲荷神に重ねても観念される。上
かみ
一
いちの
宮
みや
大
おお
粟
あわ
神社（徳島県）
等に祀られる五穀神で養蚕の神オオゲツヒメは、目から稲を出し、やはり稲荷
神に重ねられる。稲荷神社や東日本に多い駒
こま
形
がた
神社等に祀られる食物神・穀物
神・牛馬神のウケモチは、口から米飯を出し、死してはその腹から稲を出し
た。これも稲荷神、そしてオオゲツヒメと重ねられる。稲荷神がトヨウケビ
メ、オオゲツヒメなどが習合して観念されるように、稲の穀霊が結びつく神は、
女神的性格が強い。
　このように神や先祖、仏に捧げられる米が、ゆかりの土地から分離してメー
カーにより開発された種を用い、農薬、肥料を加え、土地に過剰な負荷がかか
る大がかりな機械を使用して育てられ、収穫され得ると考えることは不可能
だろう。したがって、民俗、神話、祭礼は、過度の人工交配、農薬、化学肥料、
過剰で危険にもなる有機肥料、大型機械によって行われている日本の一般的
な米作りに対して、別のフィロソフィーと世界観を切々と訴えていることに
気づかなければならない。
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　今日、大人一人が一年食べる米をつくるのに二五時間しかかからず、手をか
けない農業になってしまっており、トラクター、田植機、コンバイン、農薬の
導入によって五〇年で作業時間は七分の一にまで短縮したという。米作りは、
野菜づくり、畜産と異なり、他に主要収入となる仕事を持ちながら、片手間
でなす仕事になってしまった。そのために、冒頭で述べたように、ほんとう
においしく、安全で、自然環境を保持し、栄養価が高く、豊かに実りをつけ
る米づくりのためのあらゆる知識・知恵を総合した耕作技能が、ものすごい
勢いで失われてきたという。　
　だからこそ、民俗、神話、祭礼の声なき声の訴えは、今日の生態学者や農
業経済学者が行き過ぎた近代農法がもたらす環境被害や米の実質的な品質低
下への警鐘と矛盾なく重なり合う。
　稲と田を霊と神の世界で受けとめる民俗、神話、祭礼は、稲を生きものとし、
田を生きものの場とする生態学、持続可能な農業の可能性を追求する最新の
農業経済学と多くの価値観を共有している。
　食べものとしての米、商品としての米に偏りすぎた近代農法の哲学を転換
し、生きものとしての米に目を向け、生ける米のフィロソフィーをたしかにも
つことが、今日の過去と現在、自然と人間、学問と学問の分断、対立状況の
迷路から脱し、米と人と土地の共存によって、過去と現在、自然と人間、学
問と学問が関係し、共存する新たな文化をつくりだすきっかけであるはずだ。
　1. 〜 3. で述べた特性ゆえ、米、稲、水田には「コモンズ的日本意識」涵養
の可能性
3 3 3
が潜在的には保障されているといえるのではないだろうか。それは、
閉鎖的・支配的でなく、開放的・限定的な日本意識であり、東アジア、広域
アジアや世界との共存に親和的な意識であろう。
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<ABSTRACT>
Opening ‘Consciousness of Japan’ 
through Plural Religious Culture of Rice
HAMADA Yo
I would pay my special attention to the fact that Japanese people have 
developed their consciousness of rice and rice farming with plural religious 
culture. All of gods in the myths of Kojiki ( 古事記 Records of Ancient Matters) 
and Nihonshoki ( 日本書紀 Chronicles of Japan) , Tenno ( 天皇 the Japanese 
Emperor), ethnic gods, and Buddha are related in it.
A Wild Boar, as a god of the rural mountain, becomes a god of a rice field 
and watch over working farmers. After a harvest, farmers worship the god 
as Inokogami ( 亥の子神 ) , then the god return to the mountain. And a rice 
field was originally the natural land where a snake and other various lives 
lived. The snake is a symbolic god of the land and farmers use the land with 
permission of the god. After rice harvesting they make the straw snake and 
hold a religious festival for the god. People offer rice to the Buddha as well.
Although modernization has reduced this plural religious culture of rice, 
Japanese people still preserve this interesting culture. This culture is quite 
important for us to open ‘consciousness of Japan’ in order to make cultural 
harmony in the East Asia and the world.
